ケーススタディー
HTS(HyperTransactionSystem)の失敗

　1999年に○×大学では、通産省から予算（億円単位）をもらい、HTML文書の著作権管理システムを作ることになりました。××研究室は、開発を担当し、△△研究室では、実証実験を担当することになりました。４月から８月までは開発、９月から１２月まで実証実験の期間に割り当てられました。開発は順調に進み、８月後半にシステムは完成し、総合試験をパスしました。しかし、９月になると、実証実験を担当する研究室から、不満が殺到しました。以下は、１０月にやり取りされたメールの内容です。





Subject: [hts-develop:00130]  パブリッシャに前回入力データが次回も表示される機能


Date: Fri, 22 Oct 1999 04:56:30 +0900


To: hts-develop<xxx@xxx.yyy.zz>


From: ○○（開発者リーダ） <xxx@xxx.yyy.zz>





□□先生、△△（マネージャ）さん





　○○（開発者リーダ）です。





　「当然あってしかるべき機能がない」とは、××さん（クライアント）がよくおっしゃることば


ですよね。





　NTT時代はそれでよかったのでしょうけれども、「当然あってしかるべき機能


は、仕様書に含まれる」というのが、私の認識です。





　□□先生は、どのようにお考えになりますか？





　日本の慣例として、大企業は下請けに対して、これが許されるのだ、という現


状が変わらないのなら、私は日本でのビジネスは今後やめようと思います・笑





　ここらへんで、変えませんか？





△△（マネージャ） wrote:


> 


> ○○（開発者リーダ）さん


> 　　　　　　　　　　　　　　　　　△△（マネージャ）


> 


> 本件は、××さん（クライアント）は「当然あってしかるべき機能がない」という立場です。


> そのため、リクエスト（機能の不全に対応する）に出しましたが、取り扱いにつ


> いての考えを知らせて下さい。


> 


> 　　　　　　　　　　　　　　　　　以上


> 


>   ------------------------------------------------------------------------


> 








> Subject: パブリッシャに前回入力データが次回も表示される機能


> Date: Fri, 22 Oct 1999 07:56:30 +0900


> From: △△（マネージャ） <xxx@xxx.yyy.zz>


> To: バグレポート <hts-request@xxx.yyy.zz>


> 


> ○○（開発者リーダ）さん


> 　　　　　　　　　　　　　　　△△（マネージャ）


> 


> 昨日××さん（クライアント）とお話して、次のような機能を××さん（クライアント）が長く望んでいたこと> がわかりました。そう言えば、立ち会い検査のリハーサルのときにこのお話をされて


> いたことを思い出しました。


> 


> ☆パブリッシャに登録する記述を毎回入力するのは面倒なので、前回入力データ


> が残っているようにする。


> 　１）前回入力データをファイルに残して、クライアントのパブリッシャ起動時


> に読み込む。


> 　２）パスワードは残すかどうかのチェックボックスを用意する


> 　などが必要かと思います。


> 


> 本件機能があれば、性能評価でも使用する考えということです。


> 


> ご検討下さい。


> 


> よろしくお願いいたします。


> 


> 　　　　　　　　　　　　　　　以上





Subject: [hts-develop:00131]  パブリッシャに前回入力データが次回も表示される機能


Date: Fri, 22 Oct 1999 09:56:30 +0900


To: hts-develop<xxx@xxx.yyy.zz>


From: ○○（開発者リーダ） <xxx@xxx.yyy.zz>


<<中略>>


４．（これが最大の問題です。）開発チームの作成したものは、××さん（クライアント）の想像したものよりもかなり出来が悪かった。そのため、情報関連法の授業では大人数の学生からのアクセスに耐えられずに、トラブルを起こし続けている。


そのため、性能評価実験については、仕様書にあることを最低限は実現する程度のもっと簡単なツールを作成して、実験を行うべきかもしれない。そうしなければ、複雑な実験などを行うと、このＨＴＳの性能が悪いという結果になってしまう可能性が高そうだ。


　しかし、報告書の頁数を稼ぐなどの目的で、△△（マネージャ）さんによいアイディアがあれば、それは生かして頂きたい。また、実験は１１月後半か遅ければ１２月上旬に実施することになるかもしれないが、実際に行ってみて得られた結果が悪かった場合は、開発チームにＨＴＳの中を作り直してもらった後に、実験をやり直さざるを得ないのかもしれない。


<<後略>>








